世中いとわつらはしくはしたなきことのみまされはせめてしらすかほにありへ
てもこれよりまさることもやとおほしなりぬかのすまはむかしこそ人のすみか
なともありけれいまはいとさとはなれ心すこくてあまのいゑたにまれになとき
ゝ給へと人しけくひたゝけたらむすまゐはいとほいなかるへしさりとてみやこ
をとをさからんもふるさとおほつかなかるへきを人わるくそおほしみたるゝよ
ろつのこときしかたゆくすゑおもひつゝけ給にかなしきこといとさま〱なり
うきものと思ひすてつる世もいまはとすみはなれなん事をおほすにはいとすて
かたきことおほかるなかにもひめ君のあけくれにそへてはおもひなけき給へる
さまの心くるしうあはれなるをゆきめくりても又あひみむ事をかならすとおほ
さむにてたになを一二日のほとよそ〱にあかしくらすおり〱たにおほつか
なきものにおほえ女君も心ほそうのみおもひ給へるをいくとせそのほとゝかき
りあるみちにもあらすあふをかきりにへたゝりゆかんもさためなき世にやかて
わかるへきかとてにもやといみしうおほへ給へはしのひてもろともにもやとお
ほしよるおりあれとさる心ほそからんうみつらのなみ風よりほかにたちましる
人もなからんにかくらうたき御さまにてひきくし給へらむもいとつきなくわか
心にも中〱物おもひのつまなるへきをなとおほしかへすを女君はいみしから
むみちにもをくれきこえすたにあらはとおもむけてうらめしけにおほいたりか
の花ちるさとにもおはしかよふことこそまれなれ心ほそくあはれなる御ありさ
まをこの御かけにかくれてものし給へはおほしなけきたるさまもいとことはり
なりなをさりにてもほのかにみたてまつりかよひ給し所〱人しれぬ心をくた
き給人そおほかりける入道の宮よりもゝのゝきこえや又いかゝとりなさむとわ
か御ためつゝましけれとしのひつゝ御とふらひつねにありむかしかやうにあひ
おほしあはれをもみせたまはましかはとうちおもひいて給にもさもさま〱に
心をのみつくすへかりける人の御ちきりかなとつらく思きこえ給三月はつかあ
まりのほとになむみやこをはなれ給ひける人にいつとしもしらせ給はすたゝい
とちかうつかうまつりなれたるかきり七八人はかり御ともにていとかすかにい
てたちたまふさるへき所〱に御ふみはかりうちしのひ給ひしにもあはれとし
のはるはかりつくい給へるは見所もありぬへかりしかとそのおりの心ちのまき
れにはか〱しうもきゝをかすなりにけり二三日かねてよにかくれておほいと
のにわたり給へりあんしろくるまのうちやつれたるにて女くるまのやうにてか
くろへいり給もいとあはれにゆめとのみゝゆ御方いとさひしけにうちあれたる
心ちしてわか君の御めのとゝもむかしさふらひし人のなかにまかてちらぬかき
りかくわたり給へるをめつらしかりきこえてまうのほりつとひてみたてまつる
につけてもことにものふかゝらぬわかき人〱さへよのつねなさおもひしられ
て涙にくれたりわか君はいとうつくしうてされはしりおはしたりひさしきほと
にわすれぬこそあはれなれとてひさにすゑたまへる御けしきしのひかたけなり
おとゝこなたにわたり給ひてたいめし給へりつれ〱にこもらせ給へらむほと
なにと侍らぬむかしものかたりもまいりてきこえさせむとおもふ給へれと身の
やまひをもきによりおほやけにもつかうまつらすくらゐをもかへしたてまつり
て侍にわたくしさまにはこしのへてなむとものゝきこえひか〱しかるへきを
いまは世中はかるへき身にも侍らねといちはやきよのいとおそろしう侍なりか
ゝる御事をみたまふにつけていのちなかきは心うくおもふ給えらるゝよのすゑ
にも侍かなあめのしたをさかさまになしてもおもふたまへよらさりし御ありさ
まをみたまふれはよろついとあちきなくなんときこえ給ひていたうしほたれ給
とあることもかゝる事もさきのよのむくひにこそ侍なれはいひもてゆけはたゝ
身つからのをこたりになむ侍さしてかく官尺をとられすあさはかなることにか
ゝつらひてたにおほやけのかしこまりなる人のうつしさまにて世中にありふる
はとかおもきわさに人のくにゝもし侍なるをとをくはなちつかはすへきさため
なとも侍るなるはさまことなるつみにあたるへきにこそ侍るなれにこりなき心
にまかせてつれなくすくし侍らむもいとはゝかりおほくこれよりおほきなるは
ちにのそまぬさきに世をのかれなむとおもふ給へたちぬるなとこまやかにきこ
え給むかしの御ものかたり院の御事おほしのたまはせし御心はへなときこえい
て給て御なをしのそてもえひきはなちたまはぬに君もえ心つよくもてなし給は
すわかきみのなに心なくまきれありきてこれかれになれきこえ給をいみしとお
ほいたりすき侍にし人を世におもふ給へわするゝよなくのみいまにかなしひ侍
をこの御事になむもし侍世ならましかはいかやうにおもひなけき侍らましよく
そみしかくてかゝるゆめをみすなりにけると思給なくさめ侍おさなくものし給
うかかくよはひすきぬる中にとまり給てなつさひきこえぬ月日やへたゝり給は
むと思たまふるをなむよろつのことよりもかなしう侍いにしへの人もまことに
おかしあるにてしもかゝる事にあたらさりけり猶さるへきにて人のみかとにも
かゝるたくひおほう侍りけりされといひいつるふしありてこそさることも侍け
れとさまかうさまに思給へよらむかたなくなむなとおほくの御ものかたりきこ
え給三位中将もまいりあひ給ておほみきなとまいり給ふに夜ふけぬれはとまり
給て人〱御まへにさふらはせ給てものかたりなとせさせ給人よりはこよなう
しのひおほす中納言の君いへはえにかなしうおもへるさまを人しれすあはれと
おほす人みなしつまりぬるにとりわきてかたらひ給これによりとまり給へるな
るへしあけぬれは夜ふかういて給ふにありあけの月いとおかし花の木ともやう
〱さかりすきてわつかなるこかけのいとしろきにはにうすくきりわたりたる
そこはかとなくかすみあひて秋の夜のあはれにおほくたちまされりすみのかう
らむにをしかゝりてとはかりなかめ給中納言の君みたてまつりをくらむとにや
つまとをしあけてゐたり又たいめむあらむことこそおもへはいとかたけれかゝ
りけるよをしらて心やすくもありぬへかりし月ころさしもいそかてへたてしよ
なとのたまへはものもきこえすなくわか君の御めのとの宰相の君して宮のおま
へより御せうそこきこえ給へり身つからきこえまほしきをかきくらすみたり心
ちためらひ侍ほとにいとよふかういてさせ給なるもさまかはりたる心ちのみし
侍かな心くるしき人のいきたなきほとはしはしもやすらはせ給はてときこえ給
へれはうちなきたまひて
　　とりへ山もえしけふりもまかふやとあまのしほやくうらみにそゆく御返と
もなくうちすし給てあか月のわかれはかうのみや心つくしなる思しり給へる人
もあらむかしとの給へはいつとなくわかれといふもしこそうたて侍るなるなか
にもけさは猶たくひあるましうおもふ給へらるゝほとかなとはなこゑにてけに
あさからすおもへりきこえさせまほしきことも返〻おもふたまへなからたゝに
むすほゝれ侍ほとをしはからせ給へいきたなき人はみたまへむにつけても中
〱うきよのかれかたうおもふ給へられぬへけれは心つよう思給へなしていそ
きまかて侍ときこえ給いて給ふほとを人〱のそきてみたてまつるいりかたの
月いとあかきにいとゝなまめかしうきよらにてものをおほいたるさまとらおほ
かみたになきぬへしましていはけなくおはせしほとよりみたてまつりそめてし
人〱なれはたとしへなき御ありさまをいみしとおもふまことや御返
　　なき人のわかれやいとゝへたゝらむけふりとなりし雲井ならてはとりそへ
てあはれのみつきせすいて給ひぬるなこりゆゝしきまてなきあへりとのにおは
したれはわか御方の人〱もまとろまさりけるけしきにて所〱にむれゐてあ
さましとのみ世をおもへるけしきなりさふらひにはしたしうつかまつるかきり
は御ともにまいるへき心まうけしてわたくしのわかれおしむほとにや人もなし
さらぬ人はとふらひまいるもをもきとかめありわつらはしきことまされは所せ
くつとひしむまくるまのかたもなくさひしきに世はうきものなりけりとおほし
しらる大はむなともかたへはちりはみてたゝみ所〱ひきかへしたりみるほと
たにかゝりましていかにあれゆかんとおほすにしのたいにわたり給へれは御か
うしもまいらてなかめあかしたまひけれはすのこなとにわかきはらはへところ
〱にふしていまそおきさはくとのゐすかたともおかしうているをみたまふに
も心ほそうとし月へはかゝる人人もえしもありはてゝやゆきちらむなとさしも
あるましきことさへ御めのみとまりけりよへはしか〱して夜ふけにしかはな
んれいのおもはすなるさまにやおほしなしつるかくて侍ほとたに御めかれすと
おもふをかくよをはなるゝきはには心くるしきことのをのつからおほかりける
ひたやこもりにてやはつねなき世に人にもなさけなきものと心をかれはてんと
いとおしうてなむときこえ給へはかゝるよをみるよりほかにおもはすなること
はなに事にかとはかりのたまひていみしとおほしいれたるさま人よりことなる
をことはりそかしちゝみこいとおろかにもとよりおほしつきにけるにましてよ
のきこえをわつらはしかりてをとつれきこえ給はす御とふらひにたにわたり給
はぬを人のみるらむこともはつかしく中〱しられたてまつらてやみなましを
まゝはゝのきたの方なとのにわかなりしさいはひのあわたゝしさあなゆゝしや
おもふ人方〱につけてわかれ給ふ人かなとのたまひけるをさるたよりありて
もりきゝ給ふにもいみしう心うけれはこれよりもたえてをとつれきこえ給はす
又たのもしき人もなくけにそあはれなる御ありさまなる猶よにゆるされかたう
てとし月をへはいはほのなかにもむかへたてまつらむたゝいまは人きゝのいと
つきなかるへきなりおほやけにかしこまりきこゆる人はあきらかなる月日のか
けをたにみすやすらかにみをふるまふこともいとつみをもかなりあやまちなけ
れとさるへきにこそかゝることもあらめと思にましておもふ人くするはれいな
きことなるをひたおもむきにものくるをしき世にてたちまさることもありなん
なときこえしらせ給日たくるまておほとのこもれり帥宮三位中将なとおはした
りたいめし給はむとて御なをしなとたてまつるくらゐなき人はとてむもんのな
をし中〱いとなつかしきをき給てうちやつれ給へるいとめてたし御ひんかき
給とてきやうたいにより給へるにおもやせ給へるかけの我なからいとあてにき
よらなれはこよなうこそおとろへにけれこのかけのやうにやゝせて侍あはれな
るわさかなとの給へは女君なみたひとめうけてみをこせ給へるいとしのひかた
し
　　身はかくてさすらへぬとも君かあたりさらぬかゝみのかけはゝなれしとき
こえ給へは
　　わかれてもかけたにとまるものならはかゝみをみてもなくさめてましはし
らかくれにゐかくれて涙をまきらはし給へるさま猶こゝらみるなかにたくひな
かりけりとおほしゝらるゝ人の御ありさまなりみこはあはれなる御ものかたり
きこえ給てくるゝほとにかへり給ひぬはなちるさとの心ほそけにおほしてつね
にきこえ給もことはりにてかの人もいまひとたひみすはつらしとやおもはんと
おほせはその夜は又いて給ふものからいとものうくていたうふかしておはした
れは女御かくかすまへ給てたちよらせ給へることゝよろこひきこえ給さまかき
つゝけむもうるさしいといみしう心ほそき御ありさまたゝ御かけにかくれてす
くいたまへるとし月いとゝあれまさらむほとおほしやられてとのゝうちいとか
すかなり月おほろにさしいてゝ池ひろく山こふかきわたり心ほそけにみゆるに
もすみはなれたらむいはほのなかおほしやらるにしおもてはかうしもわたり給
はすやとうちくしておほしけるにあはれそへたる月かけのなまめかしうしめや
かなるにうちふるまひ給へるにほひにるものなくていとしのひやかにいり給へ
はすこしゐさりいてゝやかて月をみておはすまたこゝに御物かたりのほとにあ
けかたちかうなりにけりみしかよのほとやかはかりのたいめむも又はえしもや
とおもふこそことなしにてすくしつるとしころもくやしうきしかたゆくさきの
ためしになるへき身にてなにとなく心のとまる世なくこそありけれとすきにし
かたのことゝもの給ひてとりもしは〱なけは世につゝみていそきいて給れい
の月のいりはつるほとよそへられてあはれなり女君のこき御そにうつりてけに
ぬるゝかほなれは
　　月かけのやとれるそてはせはくともとめてもみはやあかぬひかりをいみし
とおほいたるか心くるしけれはかつはなくさめきこえたまふ
　　ゆきめくりつゐにすむへき月かけのしはしくもらむそらなゝかめそおもへ
ははかなしやたゝしらぬ涙のみこそ心をくらすものなれなとのたまひてあけく
れのほとにいて給ひぬよろつの事ともしたゝめさせ給したしうつかまつり世に
なひかぬかきりの人〱とのゝ事とりをこなふへきかみしもさためをかせ給ふ
御ともにしたひきこゆるかきりは又えりいて給へりかの山さとの御すみかのく
はえさらすとりつかひたまふへきものともことさらよそひもなくことそきてさ
るへきふみとも文集なといりたるはこさては琴ひとつそもたせ給ところせき御
てうとはなやかなる御よそひなとさらにくし給はすあやしの山かつめきてもて
なし給さふらふ人〱よりはしめよろつのことみなにしのたいにきこえわたし
給りやうし給みさうみまきよりはしめてさるへき所〱券なとみなたてまつり
をき給ふそれよりほかのみくらまちおさめとのなといふ事まて少納言をはか
〱しきものにみをき給へれはしたしきけいしともくしてしろしめすへきさま
ともの給ひあつくわか御方の中つかさ中将なとやうの人〱つれなき御もてな
しなからみたてまつるほとこそなくさめつれなに事につけてかとおもへとも命
ありてこの世に又かへるやうもあらむをまちつけむとおもはむ人はこなたにさ
ふらへとのたまひてかみしもみなまうのほらせ給わか君の御めのとたち花ちる
さとなともおかしきさまのはさるものにてまめ〱しきすちにおほしよらぬこ
となし内侍のかみの御もとにわりなくしてきこえ給とはせたまはぬもことはり
に思ひ給へなからいまはと世をおもひはつるほとのうさもつらさもたくひなき
ことにこそ侍けれ
　　あふせなきなみたの河にしつみしやなかるゝみおのはしめなりけむと思給
いつるのみなむつみのかれかたう侍ける道のほともあやうけれはこまかにはき
こえ給はす女いといみしうおほえ給てしのひ給へと御そてよりあまるもところ
せうなん
　　なみたかはうかふみなはもきえぬへしなかれてのちのせをもまたすてなく
〱みたれかき給へる御ていとおかしけなりいまひとたひたいめなくてやとお
ほすは猶くちおしけれとおほしかへしてうしとおほしなすゆかりおほうておほ
ろけならすしのひ給へはいとあなかちにもきこえ給はすなりぬあすとてくれに
は院の御はかおかみたてまつり給とてきた山へまうて給あか月かけて月いつる
比なれはまつ入道宮にまうて給ちかきみすのまへにおましまいりて御身つから
きこえさせ給東宮の御事をいみしううしろめたきものに思きこえ給かたみに心
ふかきとちの御ものかたりはよろつあはれまさりけんかしなつかしうめてたき
御けはひのむかしにかはらぬにつらかりし御心はへもかすめきこえさせまほし
けれといまさらにうたてとおほさるへし我御心にもなか〱いまひときはみた
れまさりぬへけれはねむしかへしてたゝかく思ひかけぬつみにあたり侍もおも
ふ給へあはすることのひとふしになむそらもおそろしう侍おしけなき身はなき
になしても宮の御世にたにことなくおはしまさはとのみきこえ給そことはりな
るや宮もみなおほししらるゝことにしあれは御心のみうこきてきこえやり給は
す大将よろつの事かきあつめおほしつゝけてなき給へるけしきいとつきせすな
まめきたり御山にまいり侍を御ことつてやときこえ給にとみにものもきこえ給
はすはりなくためらひたまふ御けしきなり
　　みしはなくあるはかなしきよのはてをそむきしかひもなく〱そふるいみ
しき御心まとひともにおほしあつむる事ともゝえそつゝけさせ給はぬ
　　わかれしにかなしき事はつきにしをまたそこの世のうさはまされる月まち
いてゝいて給ふ御ともにたゝ五六人はかりしも人もむつましきかきりして御む
まにてそおはするさらなる事なれとありし世の御ありきにことなりみないとか
なしう思なりなかにかのみそきのひかりのみすいしんにてつかうまつりし右近
のそうのくら人うへきかうふりもほとすきつるをつゐにみふたけつられつかさ
もとられてはしたなけれは御ともにまいるうちなりかものしものみやしろをか
れとみはたすほとふとおもひいてられておりて御むまのくちをとる
　　ひきつれてあふひかさしゝそのかみをおもへはつらしかものみつかきとい
ふをけにいかにおもふらむ人よりけにはなやかなりしものをとおほすも心くる
し君も御むまよりおり給てみやしろのかたおかみ給神にまかり申し給ふ
　　うき世をはいまそわかるゝとゝまらむ名をはたゝすの神にまかせてとのた
まふさまものめてするわかき人にて身にしみてあはれにめてたしとみたてまつ
る御やまにまうて給ておはしましゝ御ありさまたゝめのまへのやうにおほしい
てらるかきりなきにても世になくなりぬる人そいはむかたなくゝちおしきわさ
なりけるよろつのことをなく〱申給ひてもそのことはりをあらはにうけ給は
りたまはねはさはかりおほしのたまはせしさま〱の御ゆいこんはいつちかき
えうせにけんといふかひなし御はかはみちの草しけくなりてわけいり給ほとい
とゝつゆけきに月もかくれてもりのこたちこふかく心すこしかへりいてんかた
もなき心しておかみ給にありし御をもかけさやかにみえ給へるそゝろさむきほ
となり
　　なきかけやいかゝみるらむよそへつゝなかむる月も雲かくれぬるあけはつ
るほとにかへり給ひて春宮にも御せうそこきこえ給わう命婦を御かはりにてさ
ふらはせ給へはその御つほねにとてけふなんみやこはなれ侍又まいりはへらす
なりぬるなんあまたのうれへにまさりておもふ給へられ侍よろつをしはかりて
けいしたまへ
　　いつかまたはるのみやこのはなをみんときうしなへる山かつにしてさくら
のちりすきたるえたにつけ給へりかくなむと御らんせさすれはおさなき御心ち
にもまめたちておはします御返いかゝものし給らむとけいすれはしはしみぬた
に恋しきものをとをくはましていかにといへかしとのたまはすものはかなの御
返やとあはれにみたてまつるあしきなきことに御心をくたき給ひしむかしのこ
とおり〱の御ありさま思つゝけらるゝにもものおもひなくて我も人もすくい
たまひつへかりけるよを心とおほしなけきけるをくやしうわか心ひとつにかゝ
らむことのやうにそおほゆる御返はさらにきこえさせやり侍らすおまへにはけ
いし侍ぬ心ほそけにおほしめしたる御けしきもいみしくなむとそこはかとなく
心のみたれけるなるへし
　　さきてとくちるはうけれとゆく春は花のみやこをたちかへりみよときしあ
らはときこえてなこりもあはれなるものかたりをしつゝひと宮のうちしのひて
なきあへりひとめもみたてまつれる人はかくおほしくつをれぬる御ありさまを
なけきおしみきこえぬ人なしましてつねにまいりなれたりしはしりをよひ給ま
しきおさめみかはやうとまてありかたき御かへりみのしたなりつるをしはしに
てもみたてまつらぬほとやへむとおもひなけきけりおほかたの世の人もたれか
はよろしく思ひきこえんなゝつになり給しこのかみゝかとのおまへによるひる
さふらひ給てそうし給事のならぬはなかりしかはこの御いたはりにかゝらぬ人
なく御とくをよろこはぬやはありしやむことなきかむたちめ弁官なとの中にも
おほかりそれよりしもはかすしらぬを思ひしらぬにはあらねとさしあたりてい
ちはやきよを思はゝかりてまいりよるもなしよゆすりておしみきこえしたにお
ほやけをそしりうらみたてまつれと身をすてゝとふらひまいらむにもなにのか
ひかはとおもふにやかゝるおりは人わろくうらめしき人おほく世中はあちきな
きものかなとのみよろつにつけておほすその日は女君に御ものかたりのとかに
きこえくらし給てれいのよふかくいて給かりの御そなとたひの御よそひいたく
やつし給て月いてにけりなゝをすこしいてゝみたにをくりたまへかしいかにき
こゆへき事おほくつもりにけりとおほえむとすらんひとひふつかたまさかにへ
たゝるおりたにあやしういふせき心ちするものをとてみすまきあけてはしにい
さなひきこえ給へは女君なきしつみたまへるをためらひてゐさりいて給へる月
影にいみしうおかしけにてゐたまへりわか身かくてはかなきよをわかれなはい
かなるさまにさすらへたまはむとうしろめたくかなしけれとおほしいりたるに
いとゝしかるへけれは
　　いけるよのわかれをしらてちきりつゝ命を人にかきりけるかなはかなしな
とあさはかにきこえなし給へは
　　おしからぬいのちにかへてめのまへのわかれをしはしとゝめてしかなけに
さそおほさるらむといとみすてかたけれとあけはてなはゝしたなかるへきによ
りいそきいて給ぬ道すからおもかけにつとそひてむねもふたかりなから御ふね
にのり給ひぬ日なかきころなれはおひかせさへそひてまたさるの時はかりにか
のうらにつき給ぬかりそめのみちにてもかゝるたひをならひ給はぬ心ちに心ほ
そさもおかしさもめつらかなりおほえとのといひける所はいたうあれて松はか
りそしるしなる
　　からくにゝ名をのこしける人よりもゆくゑしられぬいへゐをやせむなきさ
によるなみのかつかへるをみ給てうらやましくもとうちすしたまへるさまさる
よのふる事なれとめつらしうきゝなされかなしとのみ御ともの人〱おもへり
うちかへりみたまへるにこしかたの山はかすみはるかにてまことに三千里のほ
かの心ちするにかいのしつくもたへかたし
　　ふるさとをみねのかすみはへたつれとなかむるそらはおなし雲井かつらか
らぬものなくなむおはすへき所はゆきひらの中納言のもしほたれつゝわひける
いへゐちかきわたりなりけりうみつらはやゝいりてあはれにすこけなる山中な
りかきのさまよりはしめてめつらかにみ給かやゝともあしふけるらうめくやな
とおかしうしつらひなしたり所につけたる御すまひやうかはりてかゝらぬおり
ならはおかしうもありなましとむかしの御心のすさひおほしいつちかき所〱
のみさうのつかさめしてさるへきことゝもなとよしきよのあそんしたしきけい
しにておほせをこなふもあはれなり時のまにいと見所ありてしなさせ給水ふか
うやりなしうへきともなとしていまはとしつまり給ふ心ちうつゝならすくにの
かみもしたしきとの人なれはしのひて心よせつかうまつるかゝるたひ所ともな
う人さはかしけれともはか〱しうものをものたまひあはすへき人しなけれは
しらぬくにの心ちしていとむもれいたくいかてとし月をすくさましとおほしや
らるやう〱ことしつまりゆくになかあめのころになりて京の事もおほしやら
るゝにこいしき人おほく女君のおほしたりしさま春宮の御事わか君のなに心も
なくまきれたまひしなとをはしめこゝかしこ思ひやりきこえたまふ京へ人いた
したて給ふ二条院へたてまつり給と入道の宮のとはかきもやり給はすくらされ
給へり宮には
　　松しまのあまのとまやもいかならむすまのうら人しほたるゝころいつと侍
らぬなかにもきしかたゆくさきかきくらしみきはまさりてなん内侍のかみの御
もとにれいの中納言の君のわたくしことのやうにて中なるにつれ〱とすきに
しかたの思給へいてらるゝにつけても
　　こりすまのうらのみるめのゆかしきをしほやくあまやいかゝおもはんさま
〱かきつくし給ことのは思ひやるへし大殿にも宰相のめのとにもつかうまつ
るへき事なとかきつかはす京にはこの御ふみ所〱にみ給ひつゝ御心みたれた
まふ人〱のみおほかり二条院の君はそのまゝにおきもあかり給はすつきせぬ
さまにおほしこかるれはさふらふ人〱もこしらへわひつゝ心ほそうおもひあ
へりもてならし給し御てうとゝもひきならし給ひし御ことぬきすて給つる御そ
のにほひなとにつけてもいまはと世になからむ人のやうにのみおほしたれはか
つはゆゝしうて少納言はそうつに御いのりの事なときこゆふたかたにみすほう
なとせさせ給かつはおほしなけく御心しつめ給ひて思ひなきよにあらせたてま
つり給へと心くるしきまゝにいのり申給たひの御とのゐものなとてうしてたて
まつり給かとりの御なをしさしぬきさまかはりたる心ちするもいみしきにさら
ぬかゝみとのたまひしおもかけのけに身にそひたまへるもかひなしいていり給
ひしかたよりゐたまひしまきはしらなとをみたまふにもむねのみふたかりても
のをとかう思ひめくらしよにしほしみぬるよはひの人たにありましてなれむつ
ひきこえちゝはゝにもなりておほしたてならはし給へれはこひしう思ひきこえ
給へることはりなりひたすら世になくなりなむはいはむかたなくてやう〱わ
すれくさもおひやすらんきくほとはちかけれといつまてとかきりある御わかれ
にもあらておほすにつきせすなむ入道宮にも春宮の御事によりおほしなけくさ
まいとさらなり御すくせのほとをおほすにはいかゝあさくおほされんとしころ
はたゝものゝきこえなとのつゝましさにすこしなさけあるけしきみせはそれに
つけて人のとかめいつる事もこそとのみひとへにおほしゝのひつゝあはれをも
おほう御らむしすくしすくすくしうもてなし給ひしをかはかりうきよの人こと
なれとかけてもこのかたにはいひいつることなくてやみぬるはかりの人の御を
もむけもあなかちなりし心のひくかたにまかせすかつはめやすくもてかくしつ
るそかしあはれにこひしうもいかゝおほしいてさらむ御返もすこしこまやかに
てこのころはいとゝ
　　しほたるゝことをやくにてまつしまにとしふるあまもなけきをそつむかむ
の君の御返には
　　浦にたくあまたにつゝむこひなれはくゆるけふりよゆくかたそなきさらな
る事ともはえなむとはかりいさゝかかきて中納言の君のなかにありおほしなけ
くさまなといみしういひたりあはれと思ひきこえ給ふし〱もあれはうちなか
れ給ひぬひめ君の御ふみはこゝろことにこまかなりし御返なれはあはれなるこ
とおほくて
　　浦人のしほくむそてにくらへみよなみ路へたつるよるのころもをものゝい
ろしたまへるさまなといときよらなりなにこともらう〱しうものし給ふをお
もふさまにていまはこと〱に心あはたゝしうゆきかゝつらふかたもなくしめ
やかにてあるへきものをとおほすにいみしうくちおしうよるひるおもかけにお
ほえてたへかたう思ひいてられ給へはなをしのひてやむかへましとおほす又う
ちかへしなそやかくうき世につみをたにうしなはむとおほせはやかて御さうし
んにてあけくれをこなひておはす大とのゝわか君の御事なとあるにもいとかな
しけれとをのつからあひみてんたのもしき人〱ものし給へはうしろめたうは
あらすとおほしなさるゝは中〱この道のまとはれぬにやあらむまことやさは
かしかりしほとのまきれにもらしてけりかの伊勢の宮へも御つかひありけりか
れよりもふりはへたつねまいれりあさからぬことゝもかき給へりことのはふて
つかひなとは人よりことになまめかしくいたりふかうみえたり猶うつゝとはお
もひたまへられぬ御すまゐをうけ給はるもあけぬ夜の心まとひかとなんさりと
もとし月へたてたまはしとおもひやりきこえさするにもつみふかき身のみこそ
又きこえさせむこともはるかなるへけれ
　　うきめかるいせをのあまを思ひやれもしほたるてふすまのうらにてよろつ
におもひたまへみたるゝよのありさまもなをいかになりはつへきにかとおほか
り
　　いせしまやしほひのかたにあさりてもいふかひなきは我身なりけりものを
あはれとおほしけるまゝにうちをき〱かき給へるしろきからのかみ四五まい
はかりをまきつゝけてすみつきなとみ所ありあはれに思ひきこえし人をひとふ
しうしとおもひきこえし心あやまりにかのみやす所も思うしてわかれ給ひにし
とおほせはいまにいとおしうかたしけなきものに思ひきこえ給おりからの御ふ
みいとあはれなれは御つかひさへむつましうて二三日すゑさせ給てかしこのも
のかたりなとせさせてきこしめすわかやかにけしきあるさふらひの人なりけり
かくあはれなる御すまひなれはかやうの人もをのつからものとをからてほのみ
たてまつる御さまかたちをいみしうめてたしとなみたおとしをりけり御返かき
給ことのはおもひやるへしかく世をはなるへき身と思ひたまへましかはおなし
くはしたひきこえましものをなとなむつれ〱と心ほそきまゝに
　　伊勢人の浪のうへこくをふねにもうきめはからてのらましものを
　　あまかつむなけきのなかにしほたれていつまてすまのうらになかめむきこ
えさせむ事のいつとも侍らぬこそつきせぬ心地し侍れなとそありけるかやうに
いつこにもおほつかなからすきこえかはし給花ちるさともかなしとおほしける
まゝにかきあつめ給へる御心〱み給ふおかしきもめなれぬ心地していつれも
うちみつゝなくさめ給へとものおもひのもよほしくさなめり
　　あれまさるのきのしのふをなかめつゝしけくも露のかゝる袖かなとあるを
けにむくらよりほかのうしろみもなきさまにておはすらんとおほしやりてなか
あめについち所〱くつれてなむときゝ給へは京のけいしのもとにおほせつか
はしてちかきくに〱のみさうのものなともよをさせてつかうまつるへきよし
のたまはすかむの君は人わらへにいみしうおほしくつをるゝをおとゝいとかな
しうし給きみにてせちに宮にも内にもそうし給けれはかきりある女御みやす所
にもおはせすおほやけさまの宮つかへとおほしなおり又かのにくかりしゆへこ
そいかめしきこともいてこしかゆるされ給ひてまいり給ふへきにつけても猶心
にしみにしかたそあわれにおほえたまける七月になりてまいり給いみしかりし
御おもひのなこりなれは人のそしりもしろしめされすれいのうへにつとさふら
はせ給てよろつにうらみかつはあはれにちきらせ給御さまかたちもいとなまめ
かしうきよらなれと思ひいつることのみおほかる心のうちそかたしけなき御あ
そひのついてにその人のなきこそいとさう〱しけれいかにましてさおもふ人
おほからむなに事もひかりなき心ちするかなとのたまはせて院のおほしのたま
はせし御心をたかへつるかなつみうらむかしとて涙くませ給にえねむしたまは
す世中こそあるにつけてもあちきなきものなりけれとおもひしるまゝにひさし
くよにあらむものとなむさらにおもはぬさもなりなむにいかゝおほさるへきち
かきほとのわかれにおもひおとされんこそねたけれいける世にとはけによから
ぬ人のいひをきけむといとなつかしき御さまにてものをまことにあはれとおほ
しいりてのたまはするにつけてほろ〱とこほれいつれはさりやいつれにおつ
るにかとのたまはすいまゝてみこたちのなきこそさう〱しけれ東宮を院のゝ
たまはせしさまにおもへとよからぬ事ともいてくめれは心くるしうなとよを御
心のほかにまつりこちなし給人〱のあるにわかき御心のつよき所なきほとに
ていとおしとおほしたることもおほかりすまにはいとゝ心つくしの秋風にうみ
はすこしとをけれとゆきひらの中納言のせきふきこゆるといひけんうらなみよ
る〱はけにいとちかくきこえてまたなくあわれなるものはかゝる所の秋なり
けり御前にいと人すくなにてうちやすみわたれるにひとりめをさましてまくら
をそはたてゝよものあらしをきゝ給になみたゝこゝもとにたちくる心ちして涙
おつともおほえぬに枕うくはかりになりにけり琴をすこしかきならし給へるか
我なからいとすこうきこゆれはひきさし給て
　　恋わひてなくねにまかふうらなみはおもふかたより風やふくらんとうたひ
給へるに人〱おとろきてめてたうおほゆるにしのはれてあいなうおきゐつゝ
はなをしのひやかにかみわたすけにいかにおもふらむわか身ひとつによりおや
はらからかた時たちはなれかたくほとにつけつゝおもふらむ家をわかれてかく
まとひあへるとおほすにいみしくていとかく思ひしつむさまを心ほそしとおも
ふらむとおほせはひるはなにくれとうちの給まきらはしつれ〱なるまゝにい
ろ〱のかみをつきつゝてならひをしたまひめつらしきさまなるからのあやな
とにさま〱のゑともをかきすさひ給へる屏風のおもてともなといとめてたく
見所あり人〱のかたりきこえしうみやまのありさまをはるかにおほしやりし
を御めにちかくてはけにをよはぬいそのたゝすまひになくかきあつめ給へりこ
のころの上手にすめる千枝つねのりなとをめしてつくりゑつかうまつらせはや
と心もとなかりあへりなつかしうめてたき御さまに世のもの思ひわすれてちか
うなれつかうまつるをうれしきことにて四五人はかりそつとさふらひけるせむ
さいの花色〱さきみたれおもしろきゆふくれにうみゝやらるゝらうにいて給
てたゝすみ給ふさまのゆゝしうきよらなる事所からはましてこの世のものとみ
え給はすしろきあやのなよゝかなるしをんいろなとたてまつりてこまやかなる
御なをしおひしとけなくうちみたれ給へる御さまにて釈迦牟尼仏弟子となのり
てゆるゝかによみ給へるまた世にしらすきこゆおきよりふねとものうたひのゝ
しりてこきゆくなともきこゆほのかにたゝちひさきとりのうかへるとみやらる
ゝも心ほそけなるにかりのつらねてなく声かちのをとにまかへるをうちなかめ
給ひて涙こほるゝをかきはらひたまへる御てつきくろき御すゝにはえ給へるふ
るさとの女こひしき人〱心みなゝくさみにけり
　　はつかりはこひしき人のつらなれやたひのそらとふこゑのかなしきとの給
へはよしきよ
　　かきつらねむかしのことそおもほゆるかりはそのよの友ならねとも民部大
輔
　　こゝろからとこよをすてゝなくかりをくものよそにもおもひけるかなさき
の右近のそう
　　とこよいてゝたひのそらなるかりかねもつらにをくれぬほとそなくさむと
もまとはしてはいかに侍らましといふおやのひたちになりてくたりしにもさそ
はれてまいれるなりけりしたにはおもひくたくへかめれとほこりかにもてなし
てつれなきさまにしありく月のいとはなやかにさしいてたるにこよひは十五夜
なりけりとおほしいてゝ殿上の御あそひこひしく所〱なかめ給らむかしと思
ひやり給ふにつけても月のかほのみまもられ給ふ二千里外故人心とすし給へる
れいの涙もとゝめられす入道の宮のきりやへたつるとのたまはせしほといはむ
かたなく恋しくおり〱の事おもひいて給ふによゝとなかれ給ふよふけ侍ぬと
きこゆれとなをいり給はす
　　みるほとそしはしなくさむめくりあはん月のみやこはゝるかなれともその
ようへのいとなつかしうむかしものかたりなとしたまひし御さまの院にゝたて
まつり給へりしも恋しく思いてきこえ給ひて恩賜の御衣はいまこゝにありとす
しつゝいり給ひぬ御そはまことに身をはなたすかたはらにをき給へり
　　うしとのみひとへにものはおもほえてひたりみきにもぬるゝ袖かなそのこ
ろ大弐はのほりけるいかめしくるいひろくむすめかちにて所せかりけれはきた
のかたはふねにてのほるうらつたひにせうようしつゝくるにほかよりもおもし
ろきわたりなれは心とまるに大将かくておはすときけはあいなうすいたるわか
きむすめたちは舟のうちさへはつかしう心けさうせらるまして五節の君はつな
てひきすくるもくちおしきに琴のこゑかせにつきてはるかにきこゆるに所のさ
ま人の御ほとものゝねの心ほそさとりあつめ心あるかきりみなゝきにけりそち
御せうそこきこえたりいとはるかなるほとよりまかりのほりてはまついつしか
さふらひてみやこの御ものかたりもとこそおもひ給へ侍りつれ思のほかにかく
ておはしましける御やとをまかりすき侍かたしけなうかなしうも侍かなあひし
りて侍人〱さるへきこれかれまてきむかひてあまた侍れは所せさを思ひ給へ
はゝかり侍ことゝも侍りてえさふらはぬことことさらにまいり侍らむなときこ
えたりこのちくせむのかみそまいれるこの殿のくら人になしかへりみたまひし
人なれはいともかなしいみしとおもへともまたみる人〱のあれはきこえをお
もひてしはしもえたちとまらすみやこはなれてのち昔したしかりし人〱あひ
みる事かたうのみなりにたるにかくわさとたちよりものしたることゝの給ふ御
返もさやうになむかみなく〱かへりておはする御ありさまかたるそちよりは
しめむかへの人〱まか〱しうなきみちたり五節はとかくしてきこえたり
　　ことのねにひきとめらるゝつなてなはたゆたふ心君しるらめやすき〱し
さも人なとかめそときこえたりほをゑみてみ給いとはつかしけなり
　　こゝろありてひきてのつなのたゆたはゝうちすきましやすまのうら浪いさ
りせむとはおもはさりしはやとありむまやのおさにくしとらする人もありける
をましておちとまりぬへくなむおほえけるみやこには月日すくるまゝにみかと
をはしめたてまつりてこひきこゆるおりふしおほかり春宮はましてつねにおほ
しいてつゝしのひてなき給ふみたてまつる御めのとまして命婦の君はいみしう
あはれにみたてまつる入道の宮は春宮の御事をゆゝしうのみおほしゝに大将も
かくさすらへたまひぬるをいみしうおほしなけかる御はらからの御こたちむつ
ましうきこえ給ひしかむたちめなとはしめつかたはとふらひきこえ給なとあり
きあはれなるふみをつくりかはしそれにつけても世中にのみめてられ給へはき
さいの宮きこしめしていみしうの給ひけりおほやけのかうしなる人は心にまか
せてこの世のあちはひをたにしる事かたうこそあなれおもしろきいへゐして世
中をそしりもときてかのしかをむまといひけむ人のひかめるやうについせうす
るなとあしきことゝもきこえけれはわつらはしとてせうそこきこえ給ふ人なし
二条院のひめ君はほとふるまゝにおほしなくさむおりなしひんかしのたいにさ
ふらひし人〱もみなわたりまいりしはしめはなとかさしもあらむとおもひし
かとみたてまつりなるゝまゝになつかしうおかしき御ありさままめやかなる御
心はへも思ひやりふかうあはれなれはまかてちるもなしなへてならぬきはの人
〱にはほのみえなとし給ふそこらの中にすくれたる御心さしもことはりなり
けりとみたてまつるかの御すまゐにはひさしくなるまゝにえねむしすくすまし
うおほえ給へとわか身たにあさましきすくせとおほゆるすまゐにいかてかはう
ちくしてはつきなからむさまをおもひかへし給ふ所につけてよろつの事さまか
はりみ給へしらぬしも人のうへをもみ給ひならはぬ御心地にめさましうかたし
けなうみつからおほさる煙のいとちかく時〱たちくるをこれやあまのしほや
くならむとおほしわたるはおはしますうしろの山にしはといふものふすふるな
りけりめつらかにて
　　山かつのいほりにたけるしは〱もことゝひこなんこふるさと人冬になり
て雪ふりあれたるころそらのけしきもことにすこくなかめ給て琴をひきすさひ
給ひてよしきよにうたうたはせ大輔よこふえふきてあそひ給心とゝめてあはれ
なるてなとひきたまへるにことものゝこゑともはやめてなみたをのこひあへり
むかし胡のくにゝつかはしけむ女をおほしやりてましていかなりけんこの世に
わか思きこゆる人なとをさやうにはなちやりたらむことなとおもふもあらむこ
とのやうにゆゆしうて霜のゝちの夢とすし給ふ月いとあかうさしいりてはかな
きたひのおまし所おくまてくまなしゆかのうへに夜ふかきそらもみゆいりかた
の月かけすこくみゆるにたゝこれにしにゆくなりとひとりこちたまて
　　いつかたの雲路に我もまよひなむ月のみるらむこともはつかしとひとりこ
ち給てれいのまとろまれぬあか月のそらに千とりいとあはれになく
　　ともちとりもろこゑになくあか月はひとりねさめのとこもたのもし又おき
たる人もなけれは返〻ひとりこちてふし給へりよふかく御てうつまいり御ねん
すなとし給ふもめつらしき事のやうにめてたうのみおほえ給へはえみたてまつ
りすてす家にあからさまにもえいてさりけりあかしのうらはたゝはひわたるほ
となれはよしきよの朝臣かの入道のむすめを思ひいてゝふみなとやりけれと返
事もせすちゝ入道そきこゆへき事なむあからさまにたいめんもかなといひけれ
とうけひかさらむものゆへゆきかゝりてむなしくかへらむうしろてもおこなる
へしとくむしいたうていかす世にしらす心たかくおもへるにくにの内はかみの
ゆかりのみこそはかしこき事にすめれとひかめる心はさらにさもおもはてとし
月をへけるにこの君かくておはすときゝてはゝきみにかたらふやうきりつほの
更衣の御はらの源氏のひかる君こそおほやけの御かしこまりにてすまのうらに
ものし給なれあこの御すくせにておほえぬことのあるなりいかてかゝるついて
にこの君にをたてまつらむといふはゝあなかたはや京の人のかたるをきけはや
むことなき御めともいとおほくもち給ひてそのあまりしのひ〱みかとの御め
さへあやまち給ひてかくもさはかれ給ふなる人はまさにかくあやしき山かつを
心とゝめ給てむやといふはらたちてえしりたまはしおもふ心ことなりさる心を
し給へついてしてこゝにもおはしまさせむと心をやりていふもかたくなしくみ
ゆまはゆきまてしつらひかしつきけりはゝ君なとかめてたくともものゝはしめ
につみにあたりてなかされておはしたらむ人をしも思ひかけむさてもこゝろを
とゝめ給ふへくはこそあらめたはふれにてもあるましきことなりといふをいと
いたくつふやくつみにあたる事はもろこしにもわかみかとにもかく世にすくれ
なに事も人にことになりぬる人のかならすある事なりいかにものし給君そこは
ゝみやす所はをのかをちにものし給ひし按察大納言のむすめなりいとかうさく
なるなをとりてみやつかへにいたしたまへりしにこくわうすくれてときめかし
給事ならひなかりけるほとに人のそねみをもくてうせ給にしかと此君のとまり
給へるいとめてたしかし女は心たかくつかふへきものなりをのれかゝるゐ中人
なりとておほしすてしなといひゐたりこのむすめすくれたるかたちならねとな
つかしうあてはかに心はせあるさまなとそけにやむことなき人におとるましか
りける身のありさまをくちおしきものにおもひしりてたかき人は我をなにのか
すにもおほさしほとにつけたる世をはさらにみしいのちなかくておもふ人〱
にをくれなはあまにもなりなむうみのそこにも入なむなとそ思ひけるちゝきみ
ところせくおもひかしつきてとしにふたゝひすみよしにまうてさせけり神の御
しるしをそひとしれすたのみおもひけるすまにはとしかへりて日なかくつれ
〱なるにうへしわか木のさくらほのかにさきそめて空のけしきうらゝかなる
によろつの事おほしいてられてうちなき給ふおりおほかり二月廿日あまりいに
しとし京をわかれし時心くるしかりし人〱の御ありさまなといと恋しく南殿
のさくらさかりになりぬらんひとゝせの花の宴に院の御けしきうちのうへのい
ときよらになまめいてわかつくれるくをすし給ひしもおもひいてきこえ給
　　いつとなく大宮人のこひしきにさくらかさしゝけふもきにけりいとつれ
〱なるに大殿の三位中将はいまは宰相になりて人からのいとよけれは時世の
おほえをもくてものし給へと世中あはれにあちきなくものゝおりことに恋しく
おほえ給へはことのきこえありてつみにあたるともいかゝはせむとおほしなし
てにはかにまうて給ふうちみるよりめつらしうゝれしきにもひとつなみたそこ
ほれけるすまひ給へるさまいはむかたなくからめいたり所のさまゑにかきたら
むやうなるに竹あめるかきしわたしていしのはし松のはしらおろそかなるもの
からめつらかにおかし山かつめきてゆるしいろのきかちなるにあをにひのかり
きぬさしぬきうちやつれてことさらにゐなかひもてなし給へるしもいみしうみ
るにゑまれてきよらなりとりつかひたまへるてうともかりそめにしなしておま
し所もあらはにみいれらるこすくろくはむてうとたきのくなとゐ中わさにしな
してねんすのくをこなひつとめ給けりとみえたりものまいれるなとことさら所
につけゝうありてしなしたりあまともあさりしてかいつものもてまいれるをめ
しいてゝ御らむすうらにとしふるさまなとゝはせ給にさま〱やすけなきみの
うれへを申すそこはかとなくさえつるも心のゆくゑはおなしことなにかことな
るとあはれにみ給ふ御そともなとかつけさせ給ふをいけるかひありとおもへり
御むまともちかうたてゝみやりなるくらかなにそなるいねとりいてゝかふなと
めつらしうみ給ふあすかひすこしうたひてつきころの御ものかたりなきみわら
ひみわか君のなにともよをおほさてものし給かなしさをおとゝのあけくれにつ
けておほしなけくなとかたり給にたへかたくおほしたりつきすへくもあらねは
なか〱かたはしもえまねはすよもすからまとろますふみつくりあかし給さい
ひなからももののきこえをつゝみていそきかへり給いと中〱なり御かはらけ
まいりてゑいのかなしひ涙そゝく春のさかつきのうちともろこゑにすし給御と
もの人も涙をなかすをのかしゝはつかなるわかれおしむへかめりあさほらけの
そらに雁つれてわたるあるしのきみ
　　ふるさとをいつれのはるかゆきてみんうらやましきはかへるかりかね宰相
さらに立いてん心ちせて
　　あかなくにかりのとこよをたちわかれ花のみやこにみちやまとはむさるへ
きみやこのつとなとよしあるさまにてありあるしの君かくかたしけなき御をく
りにとてくろこまたてまつり給ゆゝしうおほされぬへけれと風にあたりてはい
はへぬへけれはなむと申給ふ世にありかたけなる御むまのさまなりかたみにし
のひ給へとていみしきふえの名ありけるなとはかり人とかめつへき事はかたみ
にえしたまはす日やう〱さしあかりてこゝろあはたゝしけれはかへりみのみ
しつゝいて給をみをくり給ふけしきいとなか〱なりいつ又たいめむはと申給
にあるし
　　雲ちかくとひかふたつもそらにみよ我はゝる日のくもりなき身そかつはた
のまれなからかくなりぬる人むかしのかしこき人たにはか〱しう世に又まし
らふ事かたく侍けれはなにかみやこのさかひを又みんとなむ思侍らぬなとの給
ふ宰相
　　たつかなき雲井にひとりねをそなくつはさならへしともを恋つゝかたしけ
なくなれきこえ侍ていとしもとくやしう思給へらるゝおりおほくなとしめやか
にもあらてかへり給ひぬるなこりいとゝかなしうなかめくらし給やよひのつい
たちにいてきたるみの日けふなむかくおほすことある人はみそきしたまふへき
となまさかしき人のきこゆれはうみつらもゆかしうていて給いとおろそかにせ
しやう許をひきめくらしてこのくにゝかよひける陰陽師めしてはらへせさせ給
ふふねにこと〱しき人形のせてなかすをみ給ふによそへられて
　　しらさりしおほうみのはらになかれきてひとかたにやはものはかなしきと
てゐ給へる御さまさるはれにいてゝいふよしなくみえ給ふうみのおもてうら
〱となきわたりてゆくゑもしらぬにこしかたゆくさきおほしつゝけられて
　　やをよろつ神もあはれとおもふらむをかせるつみのそれとなけれはとの給
ににはかに風ふきいてゝそらもかきくれぬ御はらへもしはてすたちさはきたり
ひちかさあめとかふりきていとあはたゝしけれはみなかへり給はむとするにか
さもとりあへすさる心もなきによろつふきちらし又なき風なりなみいといかめ
しうたちて人〱のあしをそらなりうみのおもてはふすまをはりたらむやうに
ひかりみちて神なりひらめくおちかゝる心ちしてからうしてたとりきてかゝる
めはみすもあるかな風なとはふくもけしきつきてこそあれあさましうめつらか
なりとまとふに猶やますなりみちてあめのあしあたる所とおりぬへくはらめき
おつかくてよはつきぬるにやと心ほそく思まとふに君はのとやかに経うちすし
ておはすくれぬれは神すこしなりやみて風そよるもふくおほくたてつる願のち
からなるへしいましはしかくあらはなみにひかれていりぬへかりけりたかしほ
といふものになむとりあへす人そこなはるゝとはきけといとかゝる事はまたし
らすといひあへりあか月かたみなうちやすみたりきみもいさゝかねいり給へれ
はそのさまともみえぬ人きてなと宮よりめしあるにはまいり給はぬとてたとり
ありくとみるにおとろきてさはうみのなかの竜王のいといたうものめてするも
のにてみいれたるなりけりとおほすにいとものむつかしうこのすまゐたへかた
くおほしなりぬ